
準備の都合がありますので、事前のお申し込みをお願いいたします。
右記のQRコードを携帯電話やスマートフォンで読み込んでいただくか、下記URLを
パソコン等で直接入力して、申し込みフォームに必要事項を入力、送信してください。

応募締切 5月31日（火）17：00
※応募者多数の場合は先着順とさせていただきます。
　定員になりましたら締切日前でも募集締切とさせていただきます。

■ 申込み方法

本学へのアクセスについて

〒451-0051
愛知県名古屋市西区則武新町３丁目1番１7号
BIZrium名古屋６階

問合せ先 平日10：00～16：00
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0561-75-2164（直通）　TEL

wlac_gg@nufs.ac.jpMail

名古屋外国語大学ワールドリベラルアーツセンター

16：30～18：00
2022年6月7日火日　時

会　場 名古屋外国語大学
名駅キャンパス ME10教室

受講方法 対面・オンライン 同時開催
オンライン参加者には事前に招待URLを送付いたします。 

定　員 60名

開　催 名古屋外国語大学ワールドリベラルアーツセンター主催、
中日新聞社後援

対　象 どなたでも参加いただけます

https://req.qubo.jp/wlac/form/20220607

コロナ禍も３年目となり、マスク着用が基本にな
り、小声での会話が当たり前になった。このため、
年齢にかかわらず①声が通らない⇒②意思が伝
わらない⇒③小さなトラブル、という悪循環が続
く。講師は長年プロのアナウンサーとして新聞の
音読を通じて「伝わる声」「通る声」の研究を続け
ている。マスクでも相手に伝わる通る声はどうし
たら出せるのか、そのコツを教えてくれる。

要申込
先着順

参加無料

1965年、兵庫県生まれ。立命館大学文学部卒。1988年、東
海テレビ放送に入社。アナウンサーとしてニュース番組など
を担当。1998年から「ぴーかんテレビ」（月～金）の中継リ
ポーターやスタジオ司会者を6年務める。2011年から「スー
パーニュース」のキャスターを務め、現在は中日新聞「くらし
の作文」の音読を始め、昨年6月に音読2000回を達成した。
この間、大相撲名古屋場所も担当。第１７回FNSアナウンス
大賞アナウンス賞（2001年）などを受賞。近著に『マスクをし
ても「通る声」をつくる！　すっきり音読』（旬報社刊）など。

庄野 俊哉【東海テレビ アナウンサー】
しょうの としや

講師プロフィール


